48.社員（正会員）資格の得喪に関する細則　（定款本則のみ、細則はなし）
（法人の構成員）

第５条　 この法人に次の会員を置く。

(１)正会員　  浪曲又はその伴奏を職業とする者で、この法人の目的に賛同して入会した個人。外部有識者で理事会において承認された個人

(２)名誉会員　当法人の事業に多大な功績が有り、理事会で承認された個人

(３)一般会員　浪曲又はその伴奏を職業としていたが後継者育成を主としている個人、　または当法人を無償サポートしている個人で理事会において承認された個人

(４)特別会員　この法人の事業を援助する団体・法人

(５)賛助会員　この法人の事業を援助する個人

２　前項の会員のうち正会員をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成18年法律第48号。以下「一般法人法」という。）上の社員とする。 

（社員の資格の取得）

第６条 この法人の正会員になろうとする者は、理事会の定めるところにより申込みをし、その承認を受けなければならない。

２　外部有識者とは、専門性の維持、向上を図ることが法人の目的に照らして必要であり、その必要性から当法人事業との関係が過去１年以上継続し、かつ、理事会において理事１名以上の推薦により出席理事全員の承認を得た者。

（経費の負担）

第７条　この法人の事業活動に経常的に生じる費用に充てるため、正会員になった時及び毎年、正会員は、社員総会において別に定める額を支払う義務を負う。（正会員資格の喪失）
第10条　前２条の場合のほか、正会員は、次のいずれかに該当するに至ったときは、その資格を喪失する。

(1) 第７条の支払義務を２年以上履行しなかったとき。

(2) 総正会員が同意したとき。

(3) 当該正会員が死亡し、又は解散したとき。

